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議事日程  

       第１  議席の指定 

       第２  会議録署名議員の指名 

       第３  会期の決定 

       第４  報告第１号 

           （地方自治法第１８０条議会の委任による専決処分事項の報告に  

ついて） 

       第５  議案第１号から議案第８号まで 

（平成２９年度滋賀県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算 

（第２号）他７件） 

 

 

会議に付した事件 

     日程第１  議席の指定 

     日程第２  会議録署名議員の指名 

     日程第３  会期の決定 

     日程第４  報告第１号 

           （地方自治法第１８０条議会の委任による専決処分事項の報告に  

ついて） 

     日程第５  議案第１号から議案第８号まで 

（平成２９年度滋賀県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算 

（第２号）他７件） 
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議事の経過 

開会 午後２時３７分 

（開会 開議） 

○議長（藤井勇治君） はい、それでは、ただ今から、平成３０年２月滋賀県後期高齢者

医療広域連合議会定例会を開会いたします。  

直ちに、本日の会議を開きます。日程に先立ち、諸般の報告をいたします。  

 本日の出席議員は１４名、欠席議員は５名、欠席議員は、福井正明議員、小椋正清議員、  

平尾道雄議員、宇野一雄議員、野瀬喜久男議員であります。  

 次に、本日の議事日程は、お手元に配付いたしております議事日程のとおりであります。 

 次に、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職、氏名は、お手元に配付いたし

ております文書のとおりでありますので、御了承願います。 

 （日程第１） 

○議長（藤井勇治君） 日程第１、議席の指定を行います。 

 今回当選されました議員の議席番号は、滋賀県後期高齢者医療広域連合議会会議規則 

第５条第２項の規定により、指定いたします。 

 藤澤直広議員は、１４番に指定をいたします。 

 野瀬喜久男議員は、１８番に指定をいたします。 

（日程第２） 

○議長（藤井勇治君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第９７条の規定により、１４番藤澤直広議員、１７番中島

政幸議員を指名いたします。 

（日程第３） 

○議長（藤井勇治君） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

お諮りをいたします。 

本定例会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（藤井勇治君） 異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間と決定いたしま

した。 
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（日程第４） 

○議長（藤井勇治君） 日程第４、広域連合長から報告第１号「地方自治法第１８０条議

会の委任による専決処分について」が議会に提出されました。  

 報告書については、事前に配付したとおりですので、御了承を願います。 

（日程第５）  

○議長（藤井勇治君） 日程第５、議案第１号から議案第８号までを一括議題といたしま

す。書記より議件を朗読させます。  

○書記（長崎充利君） 議件を朗読いたします。 

 議案第１号平成２９年度滋賀県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算第２号、議案

第２号平成２９年度滋賀県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算  

第２号、議案第３号滋賀県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、議案第４号滋賀県後期高齢者医療広域連合個人情報保護条

例の一部を改正する条例の制定について、議案第５号滋賀県後期高齢者医療広域連合情報

公開条例の一部を改正する条例の制定について、議案第６号平成３０年度滋賀県後期高齢

者医療広域連合一般会計予算、議案第７号平成３０年度滋賀県後期高齢者医療広域連合後

期高齢者医療特別会計予算、議案第８号滋賀県後期高齢者医療広域連合公平委員会委員の

選任につき議会の同意を求めることについて。以上でございます。 

○議長（藤井勇治君） 議件の朗読が終わりましたので、広域連合長から提案理由の説明

を求めます。 

○広域連合長（橋川渉君） はい、議長。 

○議長（藤井勇治君） 連合長。 

○広域連合長（橋川渉君） 本日、議員の皆様方の御参集をいただき、平成３０年２月滋

賀県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会し、諸案件の審議を願うにあたりまして、

その概要の説明と諸般の報告をさせていただきます。  

 まず、当広域連合における「医療費等の動向」について申し上げます。 

 被保険者数の推移でございますが、平成２９年４月から１２月までの伸び率は、対前年

度同期比３．３７％増であり、当初想定しておりました３．５４％を下回っております。 

 また、一人当たり医療給付費につきましては、３月診療分から１１月診療分までの９か
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月の実績で、対前年度同期比０．４６％増の伸びを示しておりますが、当初想定の１．７

９％を大きく下回っております。  

 医療給付費全体といたしましては、一人当たり医療給付費が想定よりも低く推移したこ

ともあり、これまでのところ３．８４％の伸びとなっており、これは年度当初に想定して

おりました伸び４．８％を下回っております。 

 しかしながら、従前から冬季の医療費は高くなる傾向を示しておりますので、引き続き、

その動向を注視してまいりたいと考えております。  

 次に、「第６期保険料率の改定」について申し上げます。  

 平成３０年度、３１年度の第６期保険料率の改定につきましては、市町並びに県との協

議を重ねてまいりました。  

 被保険者の増加や医療の高度化に伴う医療費の上昇に加え、高齢者負担率の引上げを加

味する一方で、保険料軽減特例の見直し等、高齢者を取り巻く環境は厳しさを増している

ことを考慮し、高齢者の負担の急増を緩和するとともに、健全な財政運営を確保すること

を第一義に検討してまいりました。  

 また、第５期の医療給付費が当初の想定よりも低く推移したことなどから約３４億円の

剰余金が発生しており、単年度収支均衡の原則及び年度間の公平性の観点から、剰余金の

うち２０億円を財源に繰り入れることといたしました。 

 第６期の保険料率としましては、被保険者均等割額は４万３，７２７円、所得割率は８．

２６％となり、一人当たり平均保険料は年額６万６，８０９円で、対前期１，０６８円の

減額、マイナス１．５７％の改定率となります。  

 議員各位におかれましては、第６期保険料率の改定につきまして、御理解を賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、今議会に提出しております議案につきまして、順次御説明申し上げます。 

 議案第１号及び議案第２号は、「平成２９年度の当広域連合一般会計及び後期高齢者医

療特別会計の補正予算」でございます。  

 議案第１号の一般会計補正予算は、４，７５６万３千円を増額するものでございます。

内容でございますが、国が指定する保健事業等を実施した広域連合へ保険者インセンティ

ブ交付金が交付されます。この交付金の一部を健康づくり事業等の保健事業を実施された
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市町への交付金の財源とするため予備費の増額をするとともに、その他、事務局運営費や

人件費等の精査による減額等を実施するものでございます。  

 次に、議案第２号の特別会計補正予算は７億５，７３４万２千円を増額するものでござ

います。主な内容でございますが、先ほど、「医療費の動向」で説明いたしましたように、

これまでの給付実績を基に今年度の保険給付費を推計したところ、当初の予定を下回る見

込みであることから４９億６，６８６万８千円の減額を行う一方、想定外の医療費増が発

生した場合の財政リスクを軽減するため、療養給付費国庫負担金等が超過交付されること

に伴い予備費５７億１，７７２万８千円の増額など所要の補正を実施するものでございま

す。 

 次に、議案第３号は「第６期保険料率設定」等に伴う関係条例の改正でございます。  

 その改正内容は主に次の３点でございます。 

 １点目は、平成３０年度、３１年度の第６期保険料率につきまして、所得割額を１００

分の８．２６、被保険者均等割額を４万３，７２７円、と定めるものでございます。  

 ２点目は、「高齢者の医療の確保に関する法律施行令」の改正に伴い、平成３０年度か

ら賦課限度額を６２万円と定めるとともに、保険料軽減対象の拡大を行うものでございま

す。 

 ３点目は、「高齢者の医療の確保に関する法律」の改正に伴い、住所地特例の適用対象

が追加されたことから、保険料の納付及び徴収について所要の規定を整備するものでござ

います。 

 次に、議案第４号及び議案第５号は、「個人情報保護法及び行政機関個人情報保護法」

の改正に伴い、関係条例の一部を改正するものでございます。  

 次に、議案第６号及び議案第７号は、「平成３０年度当広域連合一般会計及び後期高齢

者医療特別会計の当初予算」でございます。  

 平成３０年度は、これまでに引き続き、高齢者の健康づくりや医療費適正化に重点的に

取り組んでいくなかで、新たに「保険者努力制度交付金」を創設いたします。 

 これは、国の特別調整交付金等を活用し、健康づくり事業を実施された市町に対し、交

付金を交付することにより、高齢者の健康づくり事業等の保健事業や医療費適正化事業の

更なる支援をしようとするものでございます。 
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 また、被保険者の資格管理や給付業務など制度運営の核となる現行の電算システムは、

平成２５年度から稼働しておりますが、経年による更改の時期を迎えており、平成３１年

度から稼働する新システムへのスムーズな移行に向け、平成３０年度中に更改を実施しよ

うとするものでございます。 

 これらの経費を見込んだ結果、平成３０年度の一般会計当初予算の総額は２億２，５５

９万３千円、後期高齢者医療特別会計の総額は１，５９９億３，９５９万４千円、広域連

合予算全体では１，６０１億６，５１８万７千円となり、平成２９年度に比べて１６億３，

５７９万４千円、１．０％の増となったところでございます。  

 次に、議案第８号は、公平委員会委員１名が任期満了となられることから、その公平委

員会委員を再任することについて、議会の同意を求めるものでございます。  

 以上、８件の議案につきまして提案理由の御説明を終わらせていただきます。何とぞよ

ろしく御審議いただきますよう、お願い申し上げます。  

○議長（藤井勇治君） はい、提案理由の説明が終わりました。  

 まず、議案第１号に対する通告による質疑はございません。よって、これをもって質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第１号につきましては、通告による討論はございません。

これをもって討論を終結いたします。  

 これより採決をいたします。お諮りをいたします。  

 議案第１号「平成２９年度滋賀県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算第２号」は、

原案のとおり決することに賛成の方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第１号は、

原案のとおり可決されました。  

 次に、議案第２号に対する通告による質疑はございません。よって、これをもって質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第２号につきましては、通告による討論はございません。

これをもって討論を終結いたします。  

 これより採決をいたします。お諮りをいたします。  
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 議案第２号「平成２９年度滋賀県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正

予算第２号」は、原案のとおり決することに賛成の方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第２号は、

原案のとおり可決されました。  

 次に、議案第３号に対する通告による質疑はございません。よって、これをもって質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第３号につきましては、通告による討論はございません。

これをもって討論を終結いたします。  

 これより採決をいたします。お諮りをいたします。  

議案第３号「滋賀県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改

正する条例の制定について」は、原案のとおり決することに賛成の方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第３号は、

原案のとおり可決されました。  

 次に、議案第４号に対する通告による質疑はございません。よって、これをもって質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第４号につきましては、通告による討論はございません。

これをもって討論を終結いたします。  

 これより採決をいたします。お諮りをいたします。  

議案第４号「滋賀県後期高齢者医療広域連合個人情報保護条例の一部を改正する条例

の制定について」は、原案のとおり決することに賛成の方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第４号は、

原案のとおり可決されました。  

 次に、議案第５号に対する通告による質疑はございません。よって、これをもって質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第５号につきましては、通告による討論はございません。
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これをもって討論を終結いたします。  

 これより採決をいたします。お諮りをいたします。 

 議案第５号「滋賀県後期高齢者医療広域連合情報公開条例の一部を改正する条例の制定

について」は、原案のとおり決することに賛成の方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第５号は、

原案のとおり可決されました。  

 次に、議案第６号に対する通告による質疑はございません。よって、これをもって質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第６号につきましては、通告による討論はございません。

これをもって討論を終結いたします。  

 これより採決をいたします。お諮りをいたします。  

 議案第６号「平成３０年度滋賀県後期高齢者医療広域連合一般会計予算」は、原案のと

おり決することに賛成の方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第６号は、

原案のとおり可決されました。  

 次に、議案第７号に対する質疑を行います。お手元の議案質疑通告一覧のとおり、議案

質疑通告書が提出されておりますので、発言を許します。  

 １０番谷畑英吾議員。 

○１０番（谷畑英吾君） はい、議長。 

○議長（藤井勇治君） 谷畑議員。 

○１０番（谷畑英吾君） それでは、議案第７号平成３０年度滋賀県後期高齢者医療広域

連合後期高齢者医療特別会計予算について、議長のお許しを得ましたので質疑をさせてい

ただきたいと思います。本案につきましては、議案第３号で審議可決した新たな保険料率

を基礎として編成されておりますので、改めて具体的に平成３０年度予算を審議するにあ

たりまして保険料率の改定に関する経過と今後の見通しについてお尋ねしたいと思います。 

 第６期の保険料率の試算については第２回目の試算を終え、第 1 回目試算時よりも更に
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若干の引下げという結果となっております。 

 被保険者数につきましては、第５期試算時の３．２％を上回る３．５３％というふうに

増加を見込んでおられます。また高度化に伴い医療費についても増加傾向にあるわけであ

りますけども、一人当たりの医療給付費の伸び率については、第５期試算時に見込んでい

た１．６３％に比べると第６期では０．６％と微増の見込みに留まっているところでござ

います。保険料率の改定にあたりまして保険料を下げるために試算において低く見積って

いることはないかどうかということをお尋ねしたいと考えております。 

 また、近い将来被保険者となる６５歳から７４歳の年齢層の医療費の伸び率も勘案して

いるのかどうかということ、そして、今後の見込みについても過小評価してはいないかど

うかということをお尋ねしたいと思います。 

 逆に申しますと適切であるとするのであれば、第５期が過大であったのかどうか、いず

れにいたしましても大くくりの数字が示されるわけでありまして、我々議員一人一人にと

りましては、検証の難しい半ばブラックボックスのようなものでありますだけに、平成３

０年度特別会計予算に計上されました保険料額の見積りが適切であるのかどうか、第５期

保険料算定と照し合せながら今後の見通しについて見積りがしっかりとされているのかど

うかについてお伺いをさせていただきたいと思います。以上でございます。  

○議長（藤井勇治君） はい、それでは、当局の答弁をお願いします。 

○広域連合長（橋川渉君） はい。議長。 

○議長（藤井勇治君） 連合長。 

○広域連合長（橋川渉君） 谷畑議員の御質問にお答えいたします。まず、被保険者数と

一人当たりの医療給付費の伸び率について、保険料を下げるために試算において低く見積

っていることはないかとの御懸念のお尋ねでありますけども、まず始めに被保険者数は、

各市町からの住基情報を基に第６期中に７５歳となられる７３歳と７４歳の人数を加算し

たものに、転入、転出、死亡等の異動を加味するため、過去５年間の年間増減率の平均値

を乗じて推計をしております。 

 次に、一人当たりの医療給付費の伸び率は、国が示す方法に基づいて算出をしているも

のでございます。第５期におきましては、平成２５年度と平成２６年度の対前年伸び率の

うち高い方をとるということでありまして、平成２５年度が１．６％、平成２６年度が０．
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４９％でございましたので高い方の１．６％を用いております。今度の第６期でございま

すけども国から示された方法というのは、平成２６年度から平成２８年度の平均伸び率と

平成２４年度から平成２８年度の平均伸び率、過去３年と過去５年それぞれ高い方をとり

なさいということでございまして、過去３年では平均伸び率が０．４２％、過去５年では

平均伸び率が０．６０％ということでありましたので０．６０％をとって保険料率を設定

したものでございます。 

 次に、近い将来被保険者となる６５歳から７４歳の年齢層の医療費の伸び率等も勘案し

ているのかでありますけれども、第６期の試算におきましては、先ほど説明いたしました

とおり、被保険者数につきまして７３歳と７４歳の人数を加味しているということで、医

療費についても勘案しているものでございます。  

 次に、今後の見込みでございますけども過小評価してはいないかでありますけれども、

医療給付費等の支払は保険者としても重要な責務であることから、収納率の低下も含め財

政的リスクによる支払資金の不足に備えるため、剰余金３４億円のうち１４億円を確保し

ております。また、残りの２０億円につきましては、年度収支の均衡及び公平性の観点か

ら本来被保険者に還元すべきものであり、第６期の財源として算入し、保険料率を設定し

たものでございます。 

 ただ今御説明申しましたけれども、第５期において過大ではなかったのかというお尋ね

もあるわけでございますけども、第５期につきましても国の示す基準に基づいて高い方を

とった結果こういう数字になっているものでございまして、国の示す基準においての算定

もその都度見直されておるという今の実態でございます。そういった中で国の基準につい

て、これから２０２５年問題ということで団塊の世代が後期高齢者に入ってくることも予

想されますので、そういった観点も国において算定の中に含み込むことも必要ではないか

という提言もいたしながら、今後とも国の算定に基づく算式によって保険料率を見直して

まいりたいと考えているところでございます。 

○議長（藤井勇治君） それでは、以上で、通告による質疑は終了いたしました。  

 これをもって質疑を終結いたします。  

 これより討論に入ります。議案第７号につきましては、通告による討論はございません。

これをもって討論を終結いたします。  
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 これより採決をいたします。お諮りをいたします。  

 議案第７号「平成３０年度滋賀県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計  

予算」は、原案のとおり決することに賛成の方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第７号は、

原案のとおり可決されました。  

 次に、議案第８号に対する通告による質疑はございません。よって、これをもって質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。議案第８号につきましては、通告による討論はございません。

これをもって討論を終結いたします。  

これより採決をいたします。お諮りをいたします。  

議案第８号「滋賀県後期高齢者医療広域連合公平委員会委員の選任につき議会の同意

を求めることについて」は、原案のとおり同意することに賛成する方の御起立を求めます。 

（起立全員） 

○議長（藤井勇治君） 御着席ください。起立全員であります。よって、議案第８号は、

原案のとおり同意することに決しました。  

以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして、平成３０年２月滋賀県後期高齢者医療広域連合議会定例会を閉会い

たします。ありがとうございました。  

 

閉会 午後３時０２分 
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滋賀県後期高齢者医療広域連合議会会議規則第９７条の規定により下記に署名する。 

 

                      平成３０年２月５日 

 

 

 

   滋賀県後期高齢者医療広域連合議会議長     藤 井 勇 治 

 

 

             署 名 議 員     藤 澤 直 広 

 

 

             署 名 議 員     中 島 政 幸 


	①H30.2定例会（表紙）
	②H30.2定例会（目次）
	③H30.2定例会（とびら）
	④H30.2本会議会議録（発注用　配布用）

